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富士山とカ

ラマツと植物化石

〔はじめに〕

“富士は日本一の山"という言葉があるがまた一方で

は“富士へ登らぬバカに二度登るバカ"などという声

も耳にする.ところで『ノ･ンマｰ片手に山野をあるき

まわっている地質の専門家たちはどうか』といえば火

山学者をのぞけば富士登山の経験はきわめて少校いの

ではなかろうか.その理由は『富士は第四紀の単た

る成層火山じゃないか.火山礫や溶岩が互層している

だけのそんな(地質的にみて)つまらぬところへいく

価値はないね』きっとこのよう校考えによるものだと

思う.

この言い分にも一理はあるか富士火山地質図〔1:

50,000津屋弘達(1968)地質調査所発行〕をひろげて

みると當士山の噴出物について実に明細に色とりど

りの区分がされているのにはさすが専門専門だなあと

驚かされる.

さて初夏のある目のこと筆者ら〔石山(地質･初生

環境)･尾上(古植物)･佐々木(地形)〕の間に『富

士へ登ってみようでは粗いか』という相談か何となくも

ちあカミってきた.しかし前記の五万分の一の地質図を

みながらあるいてもちよっとやそっとの時間ではと

ても図に表わレているよう校ことを理解できそうもない

からそれならひと目みただけでもすぐわかる植生の

変化とか樹木の種類などをみてこようやということ

に話がおちついた.という次第で休みの目をえらん

で富士山の北側へでかけたのである.

〔森林帯について〕

植生を考えるにはまず森林帯のようすをしる必要カミ

あろう.

わが国は南北に長くて南は北緯24｡の酉表(いりお

もて)島から北は宗谷地方の北緯45｡にまでおよんで

いる.この南北へ細長い地域には森林がよく発達して

いるがそれらはどこもみな同じ種類の樹木ではなくて

種類によってそれぞれの生活環境に適した場所へすみ

ついて繁茂している.

ではこの生活環境を決定づける因子としてどん狂も

のがあるだろう永.それには地形や土壌とか気候(気

温･地温･日照量･空気の湿度･降雨量･地下水の分布

･霜･雪･風など)が考えられるがわが国には広大な

万山筒珍･尾上亨･佐々木雅一

サバクとか氷河地帯カミあるわけではたいから大きな

目でみればどこもだいたい似たような地形といえるだ

ろう.また各地とも夏季に雨が多くみられることなど

から特に支配的在因子として考えられるのは気温だ

けということになる.

すなわち南から北へいくにしたがって寒くなり各地

に生育している樹木の種類もちがってくるかこの移り

かわり一すなわち水平分布を森林帯(森林植物帯)と

名づけている.またふもとから高い山へ登っていくと

登るにしたがって気温がさカミりはえている樹木の種類

がちカミってくるのを観察できるがこのように主として

垂直的に現われる植物の分布を植物帯という(図1).

そして水平分布と垂直分布の状態は気温の相違恋どで

みかけはよく似ているところカミあるかまったく同じと

いうわけではない.

植物の水平･垂直分布についてわか国の森林をつく

っている樹木の種類を具体的にあげなカミらのべてみると

沖縄諸島から屋久島ぐらいまでが亜熱帯林に属する.

ここでみかける樹種としてはソテツ･スダジイ･タブ

ノキ･アコウ･ガジュマノレ･アカテツ･ノ･ゼノキ･メヒ

ノレギ･オヒルギ･アダン･本性シダ(写真1)･ビロウ

(写真2)などで椿樹帯という灘系でよばれることも

ある.

屋久島から九州～四国～本州西南部にかけての水平分

布は暖帯林であってこれを垂直分布にあてはめると

中部地方あたりの丘陵帯に相当する.おもな樹種はク

ロマツ･ヤマモモ･常緑のカシ類･シイノキ･タブノキ
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クスノキ･モッコク･ツバキ･ヤブツバキ･アオキ･

トベラ柱とで灘系上では照葉樹林帯とかシイｰタブ帯

(カシ帯)ともいわれている.

本州中部～東北地方～北海道西南部へかけての水平分

布は温帯林に属し垂直分布でいえば中部地方の低山

帯にあたる.ここでよくみかける樹種はモミ･アカ

マツ･カラマツ･ツガ･スギ･ヒノキ･アスナロ･サワ

グノレミ･シラカンバ･クリ･ブナ･ナラ･ミズナラ･ノ･

ノレニレ･ホウノキ･カエデ･トチ･カツラ･ナナカマド

(写真3)･シナノキ･アセビたどで群系としては夏

緑樹林帯とかブナ帯とよんでいる.

北海道の東北から北へかけての水平分布は亜寒帯林に

なり垂直分布では中部山岳の亜高山帯にくらべられる.

樹種としてはシラビソ･オオシラビソ･ウラジロモミ

･エゾマツ･トドマツ･トウヒ･カラマツ･コメツガ･

ミネヤナギ(写真4)･ミヤマノ･ンノキ･ダケカンバ(写

真5)･ウラジロナナカマド･ミネカエデたどがみられ

群系上では針葉林帯とかシラビソ帯というぐあいに

わけている.

亜寒帯林が終ってこれにつづく北方への水平分布は寒

帯林になるカミ気候帯でいうところの真の意味の寒帯は

日本の平地にはないといわれている.しかし富士山頂

の火口稜線部では地表から数十センチ掘るとガチガチ

に氷結した永久凍土カミ存在することをユ971年の名古屋

大学の調査隊があきらかにしているからこのあたりは

寒帯とよべるかもしれない.

寒帯林の存在する地域を垂直分布に対応させると高

山帯ということになり中部山岳地方でいえば海抜

2,400mあたりから上部カミこれにあたる(図2).ここで

みられる樹種はノ･イマツ･ミヤマハンノキ･ウラジロ

ナナカマドなどで灘系上ではハイマツ帯とよばれる.

高山帯になるとふつうの意味での森林はなくなってし

まいハイマツのように地表をはう低木状の形になり

これらの群落につづく高山草原の草本帯には天上の楽

園とも称すべき高山植物のお花畑カミ展開される.しか

しこの地帯の現実はまことにきびしい場所であること

が想像される.

な哩ならばここは一年のうちの大部分カミ冬の気候で

写真1本性シダ(ヘゴ)

写真2ビロウ

写真3ナナカマド
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あること.すたわち雪どけが遅く春のおとずれもおく

れる.しかも夏と秋がいっぺんにやってきてまた雪

にとざされてしまうから植物はこの短い期間のうちに

発育し開花したければ校らぬか雪がきえて盛夏になっ

ても気候上の悪条件はつきまとっている.まず気温カミ

低いこと一また高山では空気が薄いために目中は

とくに波長の短い紫外線が平地にくらべて強く照りつけ

て暑くなるが目がくれれば気温は急にさがって寒くな

る.なお晴天でも空気がすんでいるので目先カミ散乱さ

れず目陰はかなり暗いし紫外線が強すぎる状態は植

物の生長を阻害していることにたっているとも考えられ

る･その上に高山帯はほとんど岩石や砂礫だから水分

や栄養分も乏しく平常でも強風カミふきまくっている目

が多い.

このようにいろいろな現象をならべてみると高山帯

は生物が生活するにはものすごく悪い環境のところと

いうことになる.それならばこんな悪環境に耐えて生

息している植物は他に比類ないほどの強じんさをそな

えたものと思われるかもしれないカミ実際はその反対で

他の植物に対する競争力がきわめて弱いために強いも

のによい場所を占領され追いやられてやっと最悪の場

所にしがみついているというのカミ現実の姿なのである.

〔富士山の森林帯〕

植物は種類によってそれぞれ自生できる環境がきま

っているから同じような環境条件がつづく地域では同

じような種類の植物カミ灘落をつくっている.

ところで高い山の場合は一般に100メｰトノレ登るご

とに気温カミ0.50C低く放るといわれているから孤立

した高峰でしかも簡単な地質の山のときには各植物帯

の変化もハッキリしていて海抜高度に赤じていくつか

の帯が山腹を横にとりまくようた形に放っている.ゆ

えに海抜3,776mの富士山頂においては環境条件に相

当の変化があることが想像されしたがって模範的狂植

物の垂直分布がみられてもよいわけである.

しかし実際の富士山をながめるとこれらの植物帯は

縦に細長く各所で切られまた南斜面にくらべて北斜面

のほうが針葉樹林に営んでいることがわかる.これは

富士山は若い火山なので表土が安定していたくて移動す

ること･山腹からいろいろな年代に溶岩流や側火山を噴

出していること･各森林帯に属する樹種の中にはまだ極

相(その土地の環境にもっとも適した樹種の林と放って

最後に出現する安定した植物の群落)に達していないも

のもあることなどを理由としてあげることができる.

筆者らカミ今回みてあるいたのは富士山の北側の山腹な

のでそれについてのべてみよう.ただし草本植物は

専門外なのであまりふれず木本類については特に目に

つく樹種や灘落だけをとりあげることにした(図3).

山麓の丘陵帯では暖帯上部から温帯の下部へかけて

の気候帯に属するウラジロモミ･アカマツ･カラマツ

･スギ･ヒノキなどがよく目につくカミそれらは植林さ

れたものが多いといわれている.

丘陵帯の上は低山帯(海抜800m～1,600m)とよばれ

温帯に属しているがこのあたりも開発されたり植林さ

れている地域が多くて蔵密な意味での自然林は丸尾

といわれている溶岩流の上にみられるだけのようだ.

この低山帯を登っていくときに現われるおもな樹種と

してはアカマツ･ヤマツツジ･ウラジロモミ･シラビ

ソ･カラマツ･シラカンバ･コメツガなどカミみられる.

低山帯をすぎると亜高山帯(1,600m～2,400m)にな

るが気候帯でいえばここは亜寒帯にあたる.樹種と
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図3

富士山北面におけ

る植物の垂直分布

しては低山帯でみられたアカマツ･シラカンバ･ウ

ラジロモミ校とが間もなく姿をけしかわってオオシラ

ビソ･ナナカマド･ダケカンバ･ミヤマノ･ンノキ･ミネ

ヤナギなどカミ加わり地表には小低木のコケモモ(写真

6)もみられるようになってくる.

亜高山帯の上は高山帯になり気候帯では寒帯に属す

るカミ富士山の北斜面の場合は2,400m一～2,600mあた

りが森林の限界になっている.このあたりで特に目に

つくのはカラマツでそのほかにミネヤナギ･ダケカン

バ･ミヤマハンノキなどもみうけるがいずれもいちじ

るしく枝わかれしたり屈曲して低木状になっていて特

にカラマツのごときはハイマツと見まちカミえそうな樹形

をしている(写真7).ただところどころで直立した

カラマツも少数みられるがこれらは強風のために風下

の方向へだけに枝の生長がみられる(写真8).

カラマツを主としたこのような低木帯の幅はせまく

やカミて草本帯にかわりあとは溶岩･火山礫･火山砂の

スロｰプが頂上までつづくというわけだ.

富士登山者カミこの高山帯までたどりついたとき植物

に興味をもつ者次らだれでもきっとつぎの二つのことに

気カミつくにちがいない.その一つは日本アノレプスだ

と他の高い山でみかけるノ･イマツカミ富士山にはないこと.

もう一つは高山植物の咲き競う“お花畑"カミみあたら

ぬことだ.この理由として考えられるのは何といっ

ても富士山はまだ若い山であるからそれほど遷移(極

相に達するまでの途中にみられるいろいろな過程)がす

すんでいないことと富士山に近い山で高山植物がはえ

ているのは南アルプスだかそこから種子がとんでくる

ためには距離がちょっと遠すぎるのであろう.

富士山は火山としてはきわめて若い山といわれている

がそれは古い二軒の平家(小御岳火山と古富士火山)

の上に新しく二階(現在の富士山)を増築し古い家を

かくすように火山砂や溶岩の外装をほどこしたものとみ

写真6コケモモ�
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写真7カラマツ(低木状)

写真8カラマツ(旗形:フラッグフォルム)

ることカミできる.

現在の富士火山が噴火活動を開始したのはいまから数

千年前になると考えられているカミ山腹にはたくさんの

寄生火山や溶岩流がみられることから何回も噴火をくり

かえしたことかわかるし有史時代になってからも18回

ほどの噴火がしられている.一番最近の噴火は宝永四

年(1707年)だからいまから268年前ということにな

る.富士山はこのように変動の激しい山のために植

生としてたかなか定着できないのである.たとえば陰

樹(弱い目先に耐える力が強い樹種)のブナが陽樹

(目先のよくあたる場所をこのむ樹種)のアカマツ林

(写真9)に侵入するとじわじわとアカマツ林はいつ

かはブナ林(写真10)に変えられてしまうがそれには

少くとも100年以上を要する.まして安定した極相林

にまでなるには数百年はかかることだろう.

ところで富士山の森林限界地域にはハイマツがなくて

強い風雪のために低木化したカラマツがみられるが富

士山におけるカラマツの天然林は北斜面では主として中

腹部に分布している.もちろんここでは直立し樹高も

30mにおよび根元の直径も20cm前後ぐらいはある

(写真11).このカラマツが悪環境の森林限界地域へ先

頭をきって侵入してきたということはどん荏悪条件に

も耐えるねばり強い性質をそなえているがためにと思

われそうだが実は弱さがゆえに周囲の他の樹種から追わ

れてにげだしてきたのが実態なのである.本来からい

えば日本のカラマツは温帯から亜寒帯へかけて分布して

いてどちらかといえぱ温帯のほうに多い.カラマツ

属のもので種類によっては世界の極寒地シベリアのヴ

エノレホヤシスク(平均最低気温一6ぴC以上)でもゆう

ゆうと冬をこしているからカラマツの仲間は冬の寒さ

さえ耐えられれば十分に生育できるものらしい.

富士の森林限界地域(写真12)にはカラマツのほかに

ミネヤナギやミヤマハンノキの低木林とかダケカンバ林

が目につくカミこれらはどれも陽樹であっていずれは

この中にオオシラビソ･シラベ･コメツガなどの陰樹が

写真9アカマツ林

灘｣

写真10ブナ林�
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!戸く富士山の･倍ほどの面積があるし(図･)

押二〃/盲､{八ヶ岳には富士ではみられないハイマツや高

山植物のお花畑も存在するカミおそらくは八

/一〃伸㌧…ヶ岳も噴燃さま一でからしばら/の間は

現在の富士山の植生や遷移に似た時代があっ

たものと思われる.

侵入してきてやがてはそれらの森林へと遷移していく表1は富士山の海抜2,400m八ヶ岳の2,550mおよ

運命に狂っている.び2,000mの各地点に自生する植物の種類をたらべたも

のであるがこの表のみで比較すると富士山と八ヶ岳

写真11カラマツ

写真12富士山の森林限界�
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表1

富士山と八ケ岳の瞳高山帯における植物の比較

場所

標高

傾斜方向

λ挑〃伽刎刎3Zα〃｡1ψ∫ゐ(ミヤマメシダ)

Dηoが3〃∫"伽炉加ω(シラネワラビ)

D〃｡がんみ力｡1妙｡あ｡6ゐ∫(ミヤマワラビ)

Rω刎｡ゐ閉刎〃脆ω(ミノフカグマ)

五〃85刎〃6郷〃(オオシラビソ)

A加33湖〃｡〃{(シラビソ)

ム〃加Z砂サ｡1ψゐ(カラマツ)

1,比3αゴ3203〃∫ゐマar､ん｡物6o`≡〃∫ゐ(トウヒ)

P物刎尾｡㈹如伽ゐ(チョウセンマツ)

P肋刎ク〃刎〃ω(ハイマツ)

丁舳9α"閉沌一晩1他(コメツガ)

λ伽伽刎"加閉｡ω北Z〃(ミヤマハンノキ)

3`肋1ακ刎"切〃(ダケカンバ)

Cψぬ卿伽卿砺｡〃α(パイカオウレン)

Co少εゐ炉ξ物1加(ミツバホウレン)

P施〃3ψ伽〃泌刎閉63榊03秘閉(オサバグサ)

80｢ろ伽ω舳刎加物(ナナカマド)

80rあ刎曲6加棚ゐ(ウラジロナナカマド)

ル昭〃加"〃｡〃6ω(シ1コハナヘビイチゴ)

"舳伽〃妙｡〃ω(ミネザクラ)

0"α眺ω功03〃"(コミヤマカタバミ)

亙刎μ炉〃閉〃8.閉刎Va正､ゴ助｡〃6刎刎(ガンコウラン)

λ6脈娩ゐ0物05腕(ミネカエデ)

亙肋加ψ伽""ゴψ0〃ω∫(ハリブキ)

C加閉"ψ召〃6κ刎召舳榊ω刎"ゐ伽3(ゴゼンタチバナ)

ア〃｡Z"蛇6ω拠ゐ(1コイチヤクソウ)

λκf0刎ノψ0"6α(ウラシマッッジ)

工0伽1ωブ加仰06α閉ろ刎∫(ミネスホゥ)

Rゐ｡∂oゐ〃〃｡犯!伽〃ωV酊.ブ05刎刎(シロバナシャクナゲ)

WωC励加閉切眺一〃〃α(コケモモ)

w〃6伽加閉ツω勿加{(ヒメスノキ)

P3〃6〃〃ゐ加ゐ尾召6(セリバシオガマ)

wろ〃物価地κω肋閉(オオカメノキ)

Cω〃加ωゐ〃05〃Zo〃θ∫(カニコウモリ)

8"刎∫〃ω〃石03伽ゐVar.∫3∬肋晩｡閉(クロトウビレン)

801材ωgo加τg"〃ωsu1〕冒p.14oωψα(ミヤマアキノキリンソウ)

α伽20"α〃ゐ刎ゐ(ツバメオモト)

一Mα加絨加閉〃刎刎ψψ0〃ω舳(マイヅルソウ)

八ケ岳1

･…ml

東北

○

伀

○

○

伀

○

○

○

伀

○

○

○

○

○

○

○

○

八ケ岳1

ム･1･ml

東

○

○

伀

○

○

○

富士山

㈬�ね

北西

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

伀

○

高山帯に自生している.結局こ

の表の見どころは富士山と八ヶ

岳には共通する植物カミ存在するカミ

種類によってその自生する標高が

ちがっているという点にある.

たとえばシラベについてくらべる

と富士山では海抜2,400皿のと

ころでもみられるのに八ヶ岳の

場合は2,000mのあたりに自生し

ていて高山帯ではみつから狂い

ということになる.そしてこの

原因として八ヶ岳と當士山の若

さのちカミいとこれに関係して植

物群落の遷移の進み方の相違など

をあげることができる.

富士山の南に接して愛鷹山(海

抜1,188m)があるがこれも第四

紀に生じた山である.ただし侵

食がすごくすすんでいるところか

ら判断するとこの火山の出現は

八ヶ岳に匹敵するくらい古くま

た侵食される前は富士におとらぬ

高さがあったことも想像される.

もしこの仮定があたっていたと

したら愛鷹山と八ヶ岳はともに

安山岩質(富士山は玄武岩質)で

岩質も似ていること恋とから新

富士カミ現われる以前のある時代に

は愛鷹山にも寒帯林があって

そこには現在の八ヶ岳のように

ハイマツ帯カミ存在していたかもし

れない.

のどちらにもみられるものは11種にすぎない.このう

ち高山帯(海抜2,400m以上)で共通にみられるのはオオ

シラビソ･ミヤマノ･ンノキ･ダケカンバ･コケモモの4

種だけに匁る.ただこの表を参考にするときに注意し

なければならぬのはここに掲げた富士山と八ヶ岳の3

地点の面積はそれぞれきわめて狭い範囲のものであるこ

と.ゆえに観察面積をもっと広げれぱそこに自生す

る植物の種類も当然ふえるにちがいない.またこの表

だけをみていると“トウヒやコメツガは八ヶ岳にはある

カミ富士山ではみられない"というような錯覚をおこすか

もしれ校いが実際にはトウヒもコメツガも富士山の亜

〔カラマツの分布について〕

富士山の寒帯林にみられるカラ

マツは他の高い山々にくらべて特異なものであるから

こんどはふつうに自生する場合のカラマツについてのべ

てみよう.

カラマツ属(工α伽)の樹木は世界に10種ほどあって

ヒマラヤやアノレプス以北に7種北アメリカに3種目

本にも1種がしられている.幹は30cm一ぐらいになる

高木で秋になると葉は美しい黄色にかわりやがて落

葉するが針葉樹で冬にいっせいに落葉するのはカラマ

ツやメタセコイアなどで数えるほどしかたい.

わが国にみられるカラマツ(工αブ虹Z妙0Z砂5)はマ

ツ科のカラマツ属にぞくし日本特産の樹木だカミカラマ�
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ツカミ自生ナる地域は図5にしめすようにそれほど広く

はない.一般に海抜カミ高くてリン酸分の多い土壌をの

ぞむようだが他の樹種ではそだちにくいと思われる土

壌のところでもまっ先に侵入していく傾向がみられる.

また気候上から放がめると冬の寒さはきびしいカミ夏は

割合に暑く年間の降雨量カミ比較的少く乾燥した土地に

適しているらしく特に冬場にあまり雪や雨の量カミ多く

ない地域をえらんで生育している.

わが国における天然カラマツ林の水平分布は北緯35.

81から38.51におよんでおりその南限は大井川の井川

ダムの南方にある天狗石山で北限は蔵王山麓の馬神山

だといわれている.

現在カラマツが自生するおもた山や高原を南からあげ

てみると南アノレプスでは黒法師山･大無間山･光岳･

策ヶ岳･聖岳･赤石岳･荒川岳･塩見岳･鳳風岳･間ノ

岳･仙丈ヶ岳･駒ヶ岳･鋸山･雨乞岳･入笠山など身

延七面山･富士山･三ツ峠山･丹沢山東京では奥多摩

の日原方面秩父では破下山･鶏冠山･奥手丈岳･国師

岳･雁坂峠･金峯山･小川山･甲武信岳･十文字峠･御

座山など中央アノレプスヘいぐど木曾駒ヶ岳･茶臼山

信州では八ヶ岳･蓼科山･霧ヶ峰･茶臼山上越地方で

浅間山･草津白根山･万座山･横手山･白砂山など北

アノレプスでは木曾御岳･鉢盛山･乗鞍岳･安房山･上高

地･穂高岳･稔ヶ岳･笠ヶ岳･抜戸岳･双六岳･蝶ヶ岳

･常念岳･大天井岳･燕岳･三ツ俣蓮華･鷲羽岳･野口

五郎岳･烏帽子岳･太郎山･薬師岳･赤牛岳･黒岳･立

山連峯･針ノ木谷･赤沢岳･祖父岳･鹿島鎗ヶ岳･唐松

岳･白馬岳など長野方面では戸隠山や妙高山の一帯

目光から北へかけては太郎山･根名草山･中禅寺湖畔

･戦場ヶ原･白根山･至仏山･尾瀬ヶ原･尾瀬沼周辺･

燧岳･沼山峠･黒岩山などでこれより北では北緯38｡

線に近ザ福島県の安座山の民有林と宮城県の馬ノ神山

国有林(38.5')の2か所だけに限られるという.

つぎにカラマツの天然林の垂直分布についてながめて

みよう.南限の北緯35｡あたりでは海抜がおおよそ

1,000mから2,800mの間によくそだち36｡にたると

1,000mから2,700mの間に37｡線では1,300mから

2,600m北隈の北緯38｡においては900mから1,500m

の間に自生カミみられる.ここで35｡線の2,800mという

のは富士山の北面のものをさす.

さてカラマツは陽樹であってダケカンバなどととも

に土壌の未発達の地帯へ第一次的に侵入して勢力範

囲をいっときは拡張していくがやかて後からおしよせ

てくる陰樹のオオシラビソ･シラビソ･コメツガ･トウ

ヒ狂どの生存競争にやぶれて駆逐される運命にあること

は先にのべたが東シベリアや満州方面ではカラマツ

(ただし日本のカラマツとは同属異種)の極相林がみ

られる地域もあるという.しかしわが国にはそのよう
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表2

カラマツ化石を産出する主な植物灘の主構成種と富士山の植物比較表

τα"泌3c〃功`6ω勉(イチイ)

ノ1ろ三33力r〃zα(モミ)

A加側聞〃{ωあ(オオシラビソ)

Aあ加∫Cfr.伽"挑"(シラビソ)

エ〃伽1ψ施Zψゐ(カラマツ)

〃C刎肋6010τ(イラモミ)

1⊇暮｡3αゴ3岩03〃5`3Tar.ん｡物602拠∫{∫(トウヒ)

乃C伽刎α"{刎｡ω{α"(ヒメハラモミ)

P肋伽ゐ〃∫狽0ブα(アカマツ)

月伽伽尾｡閉加刎ゐ(チョウセンゴヨウ)

P伽伽μ械αクゐツπ"(キタゴヨウマツ)

τ舳gα"閉榊が01加(ロメツガ)

0～μo刎畝加加ψo〃卿(スギ)

C肋刎伽〃伽〃∫加∫妖伊α(サワラ)

z肋加5〃施泓3〃{(クロベ)

丁肋ゴ0が{5ゐ加う閉〃(アスナロ)

8〃あCfr.加絨0(バッコヤナギ)

〃g1α榊〃1舳脆が｡1加(オニグルミ)

λ肋刎〃τ舳切(ヤマノ､ンノキ)

λ1郷5力ク｡加6"(ノ､ンノキ)

月2物加κ伽舳あ(ダケカンバ)

B3肋伽9τ0∫醐Yar.〃榊が0伽(アズサ)

Cαψ肋伽｡0ガゐ"(サワシバ)

0rψ加刎6ωψ肋｡〃33(クマシデ)

Cσψ伽伽1α班朋｡榊(アカシデ)

0〃加伽5腕ゐ｡〃03椀(イヌシデ)

C切砿α物3α6プ3榊勿¢"(クリ)

肋g刎〃召伽勿(ブナ)

Ω伽榊刎〃{功〃ω(ミズナラ)

Ω伽榊洲陥げ〃α(コナラ)

Ω吻㈹伽ゐ刎肋切(カシワ)

σ伽舳5z刎{犯{αまα(オヒョウ)

Zθ〃｡伽53げ励α(ケヤキ)

Hω刎α刎3肱加ψo〃Cα(マンサク)

亙刎0〃刎伽∫如ろ0〃加彬刎(マユミ)

ムσκ"肋0伽〃刎(カジカェデ)

λωr刎カ必召6(エゾイタヤ)

λσ脈伽0拠0(イタヤカエデ)

丁蛎ω加φo〃6ω(シナノキ)

8妙閉"oろ伽∫加(ハクウンボク)

*恩原の化石はすべて化石名カ童使われているので

更新

世

1八郎潟1塩原

○

○

○

伀

伀

伀

○

○

○

○

○

○

伀

伀

伀

○

○

○

○

伀

伀

1江胡1万地谷

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

伀

伀

中新一

鮮新世

1恩原

現在

1當士山

○

伀

○

○

○

○

○

伀

○

○

○

伀

○

○

○

○

○

○

○

○

○

伀

伀

○

○

○

○

○

○

伀

この表では化石の近縁種と考えるものにマｰクした

な例はなくて速いときには数十年ぐらいでみごとだ

ったカラマツの林か他の陰樹におきかえられてしまった

という話を耳にすることかある.これらの点は化石

から過去の植生や気侯を解析する場合に留意すべきこと

ではなかろうか.

この詩は北原白萩が浅間高原の

情景をうたった一節だカミふんわ

りと落葉がつもったカラマツの林

は自然林にしても植林にしても

なんとなく整然としたあかるさと

静かなものを感じさせるのでそ

のみわげがつげにくいことがある.

またカラマツのみどりは針葉樹

なのにやわらかな色をもっている

し秋の黄葉も黄色ではあるが原

色のどぎつさはない.

カラマツ林のこんな点カミ私た

ちに詩情をもたらせるのではなか

ろうか.しかしわカミ国で現在み

られるカラマヅ林はさきにもの

べたようにそれほど広い地域にひ

ろがっているわげではない.と

ころが更新世の寒冷た時代にわ

が国にはカラマツ時代とよばれる

時期があっていまよりも広い範

囲にカラマツか分布していたこと

カミわかってきた.

〔カラマツの化石について〕

からまつの林を出でて

からまつの林に入りぬ

からまつの林に入りて

また細く遺はつづけり

秋田県や新潟県の中新世および鮮新世

第四紀など各地の堆積物からも産出している.

これらの小型化石では種の単位まで同定できるような特

徴カミみあたらずはたしてZαブ虹Z妙0Zψ3(カラマツ)

なのかあるいは工〃伽g舳伽"(グイマツ)など他の

種であるのか現在までのところ判断できたいので今回

は小型化石については取りあつかうことを見あわせた.

目本における大型植物化石の中でカラマツと考えられ

ている一番古い化石は岡山･鳥取県境にある人形峠

(ウラン鉱床で有名)に近い岡山県苫田郡上斉原村恩原

に分布する中新一鮮新世の恩原層にふくまれている.

図6は現在までにわかってい

るカラマツの化石のおもな産地で

そのほとんどが更新世のものであ

る.

植物化石は大きさによって大型

化石(葉･実･種子･材など肉眼

でみえるもの)と小型化石(花

粉･胞子たど顕微鏡で観察するも

の)の2つにわけられる.そし

てカラマツ属(工α伽)の小型化石

は古くは北海道釧路炭田の漸新

世の地層から発見されているほか

さらに長崎県の

しかし�
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撃

恩原層は泥岩を主とし砂岩を従とする

･互層で凝灰岩の中に保存の良好な植物

'化石がたくさんふくまれている.ある

･地層から産出した植物化石から同定され

娯

幾繋潔徽た多数の種をさして化石植物灘というが

写真13カラマツこの恩原層から産出した化石植物灘は

の種子の

化石18科･26属･38種から匁りその化石種

のおもなものを表2に最も近い現生種として示した.

この中では亙㎎洲加Zαθ06閉肋(ブナの先祖)カミ全体の

約46%の個体数をしめて圧倒的に多くついで9〃6㈹5

仰0オ0ゐ伽切(カシワの先祖)7.5%9〃･κ洲"06水

μ加(ミズナラの先祖)7.1%Cα8腕ω"0cr6η肋(ク

リの先祖)4.4%の順になっておりこれらに伴って写

真13にしめしたカラマツの先祖ではないかと考えられて

いる工αブ虹0肋伽α6刎むも少数ながらふくまれている.

そしてこのような構成からなっている恩原化石植物群は

現在の温帯で代表的な存在であるブナ林の植生によく似

ており富士山の植物灘系にしいてあてはめるならば

標高1,500m前後の夏緑広葉樹林に相当するものと考え

られる.

東京都中野区江古田付近の妙正寺川のほとりには古く

から有名狂カラマツをふくむ植物化石の産地があり現

在では市街地の中にたってしまったために採集すること

はできないがかつては多量の植物化石が採集されメ

タセコイアの発見で名声をほどこした故に三木茂氏に

よって研究されたものである.

江古田の化石植物群は二つの層準からなり下位の泥

炭層にふくまれ主として針葉樹からなるものと上位の

泥炭層にふくまれる主として広葉樹からなるものとがあ

る.

カラマツ化石がふくまれている地層は下位の層準のも

のでこの地層は研究者によって江古田泥炭層江古田

針葉樹化石層江古田層などとさまざまな地層名でよば

れている.それはともかく同層は立川礫層の上に整合

にがさ在り立川ロｰム層の基底層準に相当する低位段

丘堆積物で主として火山灰質の泥ないし粘土からなり

しばしば泥炭を挾んでいる.この化石植物灘は小さ狂

種子化石が主体でその構成は表2のとおりである.

この植物群の特徴はA腕5伽肋5あ(オオシラビソ)･

Zα""Z砂カ0Z砂ゐ(カラマツ)･H6刎"60Z0ブ(イラモミ)

･P肋刎尾0閉を刎{∫(チョウセンゴヨウ)･丁脇gα3加件

功0腕(コメツガ)など温帯上部から亜寒帯にかけて

分布する針葉樹類カミ多く"舳3んか･〃肋(ヤマノ･ンノ

キ)･Cαψ加飾60"0腕(サワシバ)･亙㎎〃∫伽3ηα吻(ブ

ナ)･9〃θκ刎6r妙"α(ミズナラ)･η肋ノ砂0肋α(シ

ナノキ)放どの温帯広葉樹をともなっている.このよ

うな植物構成をしめしているところは現在の中部日本

における海抜1,500m～2,000mの高所の植生によく似て

いて富士山でいえば吉田口の馬返しから佐藤小屋の

間くらいの植物灘を想像していただけたらよいと思う.

したカミって江古田針葉樹化石層が堆積した当時の気温

は現在よりも年平均気温で6.C～7.C低かったものと

考えられる.また同層の最下部にふくまれていた炭質

物の14C法による年代測定をおこなった結果によれば

28,770土2,600年B.P.の値がえられている.この年

代は更新世後期のウノレム氷期の主ウノレム期にあたり化

石植物群カミしめす気候とも一致する.

現在の地表における植物分布が気候帯によって異なっ

ていることは前にものべたカミ地質時代の気候を調べる

上に植物化石カミ非常に重要な役割を果している.たと

えば第四紀の氷河時代における気温の変化を忠実に

表わしていることカミ植物化石によってもわかる.すな

わちいまのべたように江古田針葉樹化石層カミ植物化石

の構成から氷期の堆積物であることがわかってきたが

宮崎県えびの市に分布する更新世中期～後期の池牟礼層

からは0舳α励肋3〃6ぴ｡腕5(ヒイラギ)･乃昭α3伽

わ0脇{(ツガ)･五肋8力㎜α(モミ)･Zθ汲0ω5閉切α(ケ

ヤキ)･T0閉ηα伽6ぴθ㎜(カヤ)･〃肋〃刎〃鋤0舳刎

(シキミ)･五伽ηαプ砂0切ω(ヒサカキ)･8砂加ゐ3刎〃一

助"0曲(ムクロジ)など主として温帯下部から暖帯にか

けて分布している植物か多く産出し江古田針葉樹化石

層にみられたようなオオシラビソ･カラマツ･チョウ

センゴヨウ次どのような温帯上部から亜寒帯種と思われ

る化石は全然みあたらなかった.そしてこの池牟礼

層は間氷期の堆積物と考えられている.

栃木県塩谷郡塩原町は塩原温泉で有名だがこの温泉

街の西のはずれの中塩原には『木の葉化石園』というの

カミあってその園内で採掘された植物昆虫魚など

の化石が陳列展示されている..これらの化石は更新世

の塩原湖成層とよばれている灰色の泥岩･白色ケイソウ

土および白色細粒凝灰岩放との薄い互層からなる堆積岩

の中にふくまれていて厚さ1mm～数mmほどのこま

かい層理面をはがしていくと木の葉の美しい印象カミのこ

っている(写真14-1,2).このような木の葉の化石は

特に｢木の葉石｣とよばれ置物などに用いられている.

この塩原化石植物群はスウェｰデンの故んG.N畑HoRsT

によって初めて研究されその後矢部長克･遠藤誠道

･小泉源一らによって詳細な研究がおこなわれた.そ

れによると同植物群は38科･67属･129種からたりそ

の大部分が現生種でブナ･カエデ･オノオレカンバ'

サワシバ･ミズナラ･エノキ･ウリノ･ダカエデといった�
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写真14-1含植物化石層の細互層

夏緑広葉樹が主体とたっている.針葉樹としてはモミ

･ツガ･クロベ･ゴヨウマツカミわずかにふくまれている

にすぎず当然共存していてよいと思われるカラマツは

この塩原化石植物灘にはふくまれていなかった.

写真14-2塩原産の木の葉石(ブナの化石)

ところが東京大学農学部で材の化石を研究している鈴

木三男氏が1970年に塩原町の各地の塩原湖成層から

ヒメハラモミやコメツガの球果とともに写真151617

のようなカラマツの小枝･球果･材などの化石を発見し

た.ここで興味あることは遠藤らによって発表され

た植物群は『木の葉化石園』付近のごく限られた地点か

ら産し広葉樹の葉の化石を主体としたものであるが一

方鈴木氏によって発見された針葉樹の球果･小枝･材な

どの化石は葉化石の産地からはみつかっていないが他

の地域からはわりあい平均的に産出している.このよ

うに同じ層準でありながら異なった組成をしめしている.

このちがいについて鈴木氏はつぎのようにのべている.

『葉化石のできる堆積環境と材化石のそれとが異恋るた

写真16

カラマツの材の化石

(材の横断面)鈴木

三男氏提供

写真15カラマツの小枝

と球果の化石

写真17カラマツの材の化石(材の板目)

鈴束三男氏提供�
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めと考えられる.葉化石ができるのは湖岸に近い波

静かで水の停滞するような場所で岸辺に生育する木々

の葉が長い間にわたって堆積した場合と考えられる.

それに対して材化石カミできるのは漢水･山津波･火山

活動などにより森林カミ埋没したり押し流されるたど

して湖に運ばれることによると考えられる､事実葉

化石と材化石カ洞時に産出することはほとんど無い.

したカミって葉などの化石は主として湖岸部に生育する

植物を強くまた材化石は湖の周囲全体の森林をそれ

ぞれ反映したものとなる.』このような考え方にもとづ

けば木の葉石が堆積した塩原化石湖の周辺には現在の

ブナ林で代表されるような夏緑広葉樹林がそしてその

背後の山にはコメツガ･エゾマツ･ヒメハラモミ･ゴヨ

ウマツ･アスナロなど針葉樹林帯に相当する森林があっ

てその中にカラマツも生育していたものと思われる.

そしてこのような組みあわせは現在の富士山の1,000m

～1,500m位の植生に似ている.

〔ハイマツについて〕

富士は日本一の高山だカミ先にものべたようにノ･イマ

ツがない.しかしハイマツは中部地方から北海道へか

けての高い山の頂上付近にみられるのでこれは高山帯

の象徴ともいえるだろうからちょっとふれてみよう.

ノ･イマツが自生している場所をみると冬の寒さが特に

きびしく夏も低温でさらに年間の雨量も少なくて乾燥

ぎみのところに分布している.

ハイマツは高山の樹木の限界地域に自生するからい

つも風雪をまともにうけるためかその名のごとく低木

状で地表をはっているが枝の長さは8㎜～15mにもな

りその枝の全体にわ牟って根カミはえてい'る.中には枝

の先が高くのびて立ちあカミっているようだ形のものもあ

るカ茎注意してみると幹は直立していたくて枝先だけ

を狂なめ上へのぱしているにすぎない(写真18).

ノ･イマツは生活カガミ旺盛であるから密に繁茂してい

るところへは他の植物(いわゆる高山植物)は入りこめ

たいカミ断崖絶壁･急斜面･砂礫地･湿地などの場所は

ハイマツも敬遠するのでこんなところには高山植物カミ

安定しているということになる.ハイマツを一番よく

みかげるのは土壌の浅い尾根筋だカミいくら生活力をも

っていても岩石ばかりで風化土壌がなくてはどうにも

ならない.それにハイマツの種子はほかの松類にく

らべると大きい上に翼をもた粗いから遠くへ運ばれて

あちこちで繁殖していくというようなチャンスが少な

いわけだ.

ハイマツの水平分布をみると本州の中部以北から

北海道･サハリン･千島･カムチャッカ･朝鮮･満州･

東シベリアにまでおよんでいる.

わカミ国における水平分布は北限が礼文島の礼文岳で

北緯45,251にあたり南隈は北緯35.20'の南アルプス

光岳になる(図7).

つづいてノ･イマツの垂直分布についてなカミめてみる

と北緯45｡線では海抜50m～1,710㎜44｡線で170m～

2,240m43｡線で600m～2,100m42｡線で570m～

1,790m41｡線で780m～1,620m40｡線で990m～

2,040m39｡線で1,030m～2,100m38｡線で1,200m～

2,050m37｡線で1,450m～2,998m36｡線で1,750m～

3,180m35｡線で2,350m～3,100mこのうちで最高の

3,180mというのは北アノレプスの奥穂高のことである.

なお北八ツ岳の根石岳は北緯36｡線に位置するカミ

この山では亜高山帯の森林よりも低い鞍部のところに

高山帯のハイマツカミ侵入してきているという.なぜこ

んなことにたったのかをよく検討してみるとそこはい

つも風カミふきぬけているところ恋ので乾燥しすぎてい

て気温も低いために高山帯より気候条件のよい亜高山

帯の樹木カミ生活するには環境があわないのである.

よってこのような植物の逆分布をしめすような現象を

写真18

ノ･イマツ�
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図7ノ･イマツの天然分布

生じてしまったのであろう.

ノ･イマツはこのように特別扱場所や高山帯下部の森林

限界のあたり一いわば特殊な環境で狭い地域に自生する

ものであるからわが国でハイマツとして確信のもてる

化石はまだしられていないようだ.

同志がよりあつまって気ままにな添めてすごすのも

おもしろいのではなかろうか.

(筆者らは燃料部･総務部)

〔むすび〕

筆者ら三人はそれぞれ専門を異にする者だが『富士山

へ登ってみようじゃ狂いか』『では行けるところまでい

ってみることにしよう』などというぐあいにただ何とな

く語カミまとまりその結果として各人の持っているもの

をもちよってできあがったのが本文である.

“ヒョウタンから駒がでる"ということわざかあるが

まさにこれに相当するだろう.

だからこれは報告書でもなければ研究論文でもたい.

また各人の専門に直接の関係はないともいえるしあり

そうにもみえるものができあがった.

ところで昨今の科学の進歩はめざましくしかも内容

はどんどん細分化されていく傾向にある.したがって

同じ地質屋の仲間でも隣人の研究に対してはそれを

完全に理解するのは容易たことでは校い.ゆえに時に

はこのように何か一つの対象について専門のちカミう者
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